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令和７年白老町議会予算等審査特別委員会会議録（第３号） 

 

令和７年３月１９日（水曜日） 

   開  議  午前１０時００分 

   閉  会  午後 ０時１８分 

                                       

○出席委員（１３名） 

 委 員 長 貮 又 聖 規 君      副委員長 森 山 秀 晃 君 

 委  員 水 口 光 盛 君      委  員 田 上 治 彦 君 

 委  員 氏 家 裕 治 君      委  員 長谷川 かおり 君 

委  員 西 田 祐 子 君      委  員 前 田 弘 幹 君 

委  員 佐 藤 雄 大 君      委  員 前 田 博 之 君 

 委  員 森   哲 也 君      委  員 飛 島 宣 親 君 

 委  員 広 地 紀 彰 君      議  長 小 西 秀 延 君 

                                       

○欠席委員（なし） 

                                       

○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

     町 長    大 塩 英 男 君 

     副 町 長    大 黒 克 已 君 

     教 育 長    井 内 宏 麿 君 

     企 画 財 政 課 長    増 田 宏 仁 君 

     税 務 課 長    高 尾 利 弘 君 

     町 民 課 長    久 保 雅 計 君 

     健 康 福 祉 課 長    渡 邉 博 子 君 

     経 済 振 興 課 長    三 上 裕 志 君 

     上 下 水 道 課 長    山 本 康 正 君 

     病 院 事 務 長    本 間   力 君 

     病 院 参 事    温 井 雅 樹 君 

     代 表 監 査 委 員    野 本 裕 二 君 

     経 済 振 興 課 主 査    田 中 智 之 君 

                                       

○職務のため出席した事務局職員 

     事 務 局 長    本 間 弘 樹 君 

     事 務 局 主 幹    小山内   恵 君 
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◎開議の宣告 

○委員長（貮又聖規君） ただいまから、昨日に引き続き、予算等審査特別委員会を再開

いたします。 

本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

                                       

◎議案第７号 令和７度白老町国民健康保険事業特別会計予 

       算 

○委員長（貮又聖規君） 本日から特別会計及び企業会計の審査に入ります。 

議案第７号 令和７年度白老町国民健康保険事業特別会計予算を議題に供します。 

歳出から質疑に入ります。国民健康保険事業特別会計予算書、26ページをお開きくださ

い。26ページから31ページまでの１款総務費全般について、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 続いて、32ページから47ページまでの２款保険給付費、３款国

民健康保険事業費納付金、４款共同事業拠出金、５款財政安定化基金拠出金、６款保健事

業費全般について、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 続いて、48ページから61ページまでの７款基金積立金、８款公

債費、９款諸支出金、10款予備費全般及び給与費明細書について、質疑があります方はど

うぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） これで歳出が終わりました。 

次に、歳入に入ります。10ページから23ページまでの歳入全般について、質疑がありま

す方はどうぞ。 

13番、広地紀彰委員。 

○１３番（広地紀彰君） 13番、広地です。予算書15ページ、１項１目保険給付費等交付

金の保険者努力支援分について伺いたいと思います。担当各位のご尽力によって昨年度よ

り若干増額の予算計上を図られているところですが、例えば特定健診だとか様々な保険者

努力支援分を獲得されているのかと拝察するのですが、具体的な部分について、どういっ

た成果のもとに増額計上を図られたのか端的に伺いたいと思います。 

○委員長（貮又聖規君） 久保町民課長。 

○町民課長（久保雅計君） ただいまのご質問ですが、毎年、ポイント的に検診受診率と

か、いろいろ要素があるのですけれども、特に受診率が向上すると保険者努力支援制度の

交付金を受けられる部分もありますけれども、例えば医療費の抑制にもつながりますし、

最終的に国民健康保険の方は後期高齢者に移行していきます。そうしますと全体的な医療
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費が減るということは、トータル的には一般会計からの医療費負担金も減るということに

つながります。あとは収納率上げることとか、いろいろやれることを各担当で協議しなが

ら、また新たに国から示されるものが出てきますので、時代の流れに即した形で、毎年、

制度自体が見直しされているという事実もあります。総体的な点数も例えば今年は1000点

のところ総体で980点だったり、ポイントの比重が変わったりすることもありますので、そ

こに合わせながら、国のほうもどこに力を入れていくかというところを重点的に言ってく

る部分があります。そういうことも見据えた中で特に力を入れていくべきところを中心に、

また我々として普段の業務でできることも見据えながら、住民の方の利便性の向上につな

がる面でも、例えば申請書の様式をインターネット上で入手できるようにすることでもポ

イントをもらえる場合もあるとか、小さなことも見ながらやっているところですので、委

員おっしゃられたようにいろいろな要素があるのですけれども、そこを見据えながら来年

度、再来年度に向けてもポイント自体が今年やったことがすぐに来年にはね返るものでは

ないものもあります。そういうこともあるものですから、７年度でポイントが加算される

もの、また来年以降になるものもあるものですから、その辺も単年、単年でよければいい

というわけではなくて、先を見据えながら継続してやれることをやって、少しでも交付金

をいただけるように頑張っていきたいというスタンスでやっております。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

１番、水口光盛委員。 

○１番（水口光盛君） １番、水口です。19ページです。一般質問でも聞いたのですけど

一般会計からの繰り出し、この会計では繰入金ということになると思います。今の課長の

答弁を聞いてそのとおりだと思うのですがお伺いします。当初の繰入金、前年度から見る

と約880万円減っています。基準内ということで前回の説明の中でも法的な根拠に基づいて

繰り出していますが、880万円も減っている要因についてお伺いします。 

○委員長（貮又聖規君） 久保町民課長。 

○町民課長（久保雅計君） 繰入金のご質問でしたのでお答えさせていただきます。減少

になった理由として多いものは、予算書の19ページ、繰入金の中で保険基盤安定分という

のがあります。低所得の方に対して保険料が軽減された分を一般会計から繰り出しすると

いうものでございます。被保険者が少し減っているものですから、その分で総体的に繰入

金が減っているということが主な原因となっております。 

○委員長（貮又聖規君） １番、水口光盛委員。 

○１番（水口光盛君） 先ほど課長言われたとおり現年だけ見ても駄目だと。令和５年の

決算から見てもかなり一般会計の繰り出しというのは減っていると思うのです。先ほど言

った交付金もいただける状況になって、まして収納率を上げようと思って頑張っていると

いうことです。私、職員のとき国保会計はすごく一般会計の負担がある会計かと思ってい

たのですが、今の状況を見ると国保会計は健全経営だと思うのです。それは職員の努力だ

と思うのですが、今後、何か努力をするとしたら、もっとこういう努力をしていくと一般
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会計の繰り出しが減るというものが何かあれば教えてください。 

○委員長（貮又聖規君） 久保町民課長。 

○町民課長（久保雅計君） 一般会計からの繰り出しが減るという部分もあるのですけれ

ども、総体的に町の予算を減らす、持ち出しを減らすということでは、基準の繰り出しは

ある程度交付税で措置されているものですから、交付税はいただいて運営していくという

ことにはなるのですけれども。委員おっしゃられたような部分では、先ほど広地委員のご

質問にありました保険者努力支援制度の部分ですとか、保険税の収納率を上げることで自

主財源を持つということですとか、そういうような要素が一番多いのかなと思います。あ

とは国の制度の流れを見て例えば新たな補助金、交付金、何かのルールができたときに、

うちの町に置き換えたときに、それを活用して何かできることがあるのであれば、そうい

うものを活用していく必要があると思うのですけれども、何分保険制度に関しては年収178

万円の壁の問題で、保険に対しても何らかの影響があるのではないかという部分も推察さ

れるものですから、その辺の国の動向を見ながら極力持ち出しを減らす、国の制度を活用

するということは考えていかなければならないと思っております。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） ここで歳入歳出全般について、特に質疑漏れの方がおりました

らどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第７号 令和７年度白老町国民健康保険事業特別会計予算、原案のとおり決定する

ことに賛成の方は挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○委員長（貮又聖規君） 全員賛成。 

よって、議案第７号は、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

                                       

◎議案第８号 令和７年度白老町後期高齢者医療事業特別会 

計予算 

○委員長（貮又聖規君） 議案第８号 令和７年度白老町後期高齢者医療事業特別会計予

算を議題に供します。 
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後期高齢者医療事業特別会計予算書、10ページをお開き願います。10ページから27ペー

ジまでの歳入歳出全般について、質疑があります方はどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第８号 令和７年度白老町後期高齢者医療事業特別会計予算、原案のとおり決定す

ることに賛成の方は挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○委員長（貮又聖規君） 全員賛成。 

よって、議案第８号は、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

○委員長（貮又聖規君） 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時１２分 

                                       

再開 午前１０時１３分 

○委員長（貮又聖規君） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 

                                       

◎議案第９号 令和７年度白老町港湾機能施設整備事業特別 

会計予算 

○委員長（貮又聖規君） 議案第９号 令和７年度白老町港湾機能施設整備事業特別会計

予算を議題に供します。 

港湾機能施設整備事業特別会計予算書、10ページをお開きください。10ページから26ペ

ージまでの歳入歳出全般及び地方債現在高見込額調書について、質疑があります方はどう

ぞ。 

１番、水口光盛委員。 

○１番（水口光盛君） １番、水口です。15ページ、他会計繰入金です。一般会計からの

繰入金がゼロということで、この会計につきましては港湾機能ということで、ほぼ上屋の

償還に充てていたものだと思うのですが、ゼロになった要因と一般質問でもあったのです

けど、今後、上屋も含めて修繕がかかってくると思うのです。予防的な修繕を考えてやら

なければ、造って20年近くなると思うのです。私と三上課長が当時、港湾課にいたときか

ら始めていた事業ですので。そういう意味で今後上屋の利用も含めてどのような修繕計画

を持っているのか、２点についてお伺いします。 
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○委員長（貮又聖規君） 田中経済振興課主査。 

○経済振興課主査（田中智之君） 繰入金の額がゼロになったことについてお答えしたい

と思います。昨年まで繰入金は元金償還金として令和６年度で1,900万円あったところです

けども、来年度の償還分が一段落つきまして、償還金の元金が約1,100万円と大幅に減りま

す。これによって現在上屋の収入などによって相殺した扱いとして、その分が浮いてきて

繰入金がゼロになるという形であります。 

続きまして、予防的修繕の関係でございますが、今回の浮いた分も含めまして、現場で

利用している事業者と確認をとり現場のリクエストもありましたので、壊れることが予測

されるようなものについて、現場と協議して段階的に修繕を進めていく予定であります。 

○委員長（貮又聖規君） １番、水口光盛委員。 

○１番（水口光盛君） 一般会計の繰出金がなくなったということで、ちょっと安心して

いるところですが、先ほど言われたとおり使用料で今後修繕していくという形になるので、

やはり予防的な修繕をしないと、今使っている方に迷惑をかけるとお客さんが離れていく

とか、お客さんからクレームがくるということでは駄目だと思うので、使用料をもらって

いる事業というのは、企業がちゃんと運営できることをやっていかなければいけないと思

うのです。必要があれば、また一般会計から繰り出しをしながらやっていかなければ、工

業団地もそうですけど、やはり港というのは、もしかするとこの上屋というのは、今の千

歳のラピダスも含んで北海道経済にとっては港を活用するということは、すごく重要にな

ることだと思いますので、その辺を含めて今後の整備計画、もしくは機能をどのように考

えているのか、もう一度伺います。 

○委員長（貮又聖規君） 三上経済振興課長。 

○経済振興課長（三上裕志君） 上屋も先ほど水口委員おっしゃられたように私も港湾課

にいた平成13年に建設しております。そろそろ25年となってきて、今まで大規模な修繕と

いうのは行っておりせん。当初の予定では確か20年経過したときに屋根、壁の修繕をやる

というような計画だったと思います。それができていないといったところもあります。今

まで我慢して何とか支障のあるところだけ修繕するというような形でやってきましたので、

当然、利用者さんに影響があっては困るところでありますので、そこを最優先に考えて今

後、元利償還金が落ち着いてきたので、毎年このような形で少しずつ余剰金というか、余

裕ができてくるので、修繕については計画的には進めていきたいと思っております。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 討論なしと認めます。 
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これをもって討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第９号 令和７年度白老町港湾機能施設整備事業特別会計予算、原案のとおり決定

することに賛成の方は挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○委員長（貮又聖規君） 全員賛成。 

よって、議案第９号は、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

                                       

◎議案第１０号 令和７年度白老町介護保険事業特別会計予 

算 

○委員長（貮又聖規君） 議案第10号 令和７年度白老町介護保険事業特別会計予算を議

題に供します。 

介護保険事業特別会計予算書、30ページをお開きください。30ページから41ページまで

の１款総務費、２款保険給付費全般について、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 続いて、42ページから74ページまでの３款地域支援事業費から

７款予備費全般及び給与費明細書について、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 次に、歳入に入ります。10ページから28ページまでの歳入全般

について、質疑があります方はどうぞ。 

１番、水口光盛委員。 

○１番（水口光盛君） １番、水口です。23ページ、一般会計繰入金です。見たところ基

準内のものは介護保険法で決まっているので、繰り出すことは理解していますし、交付税

措置されることも認識しております。５目の（法定外）事務費繰入金があるのですが、前

年度から見て700万円ほど増えているような予算書になっているのですが、一般会計から繰

り出して事務をやっているという中で、これを抑えるというか、あまりかけないでやると

いうことが会計上いいのか分からないですが、交付税が入っているとか何らかの恩恵があ

るということであれば別ですが、一見してないように思うのですが、何か抑制するような

会計で努力をされているのか伺います。 

○委員長（貮又聖規君） 森高齢者介護課長。 

○高齢者介護課長（森 誠一君） 事務費の繰入金についてでございますけれども、今年

増えている原因といたしましては、10期の計画に向けていろいろな調査事業が単発であり

ますので、そちらの分で増えているものでございまして、通常的にはそんなに増えるよう

な要素はありません。事務費繰入金につきましては、必要最低限のところしか繰り入れて

おりませんので、今後も介護保険につきましては事業をすればするだけ膨らみます。給付

費が一番歳出として大きいものですから、国から補填があるといっても町からの持ち出し
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がございますので、そういった部分につきましては、なるべく予防の観点をしっかりして

給付費を抑えるような方法で進めていきたいと思っておりまして、事務費を抑える対策と

いうのは、それほどある状況ではございません。 

○委員長（貮又聖規君） １番、水口光盛委員。 

○１番（水口光盛君） 事務費が増えたから駄目だとか言っているのではなくて、課長が

おっしゃったとおり700万円ほど増えており、多分、10期の計画も町民の介護に関係するこ

とで予防というところを重点に置いて調査をしたり、ニーズをつかまえたりだと思うので

す。そういうことを続けていただきながら10期に向けて、今後、後期高齢者医療制度もそ

うでしょうけど、介護も年々高齢者が増えていくと、介護度も増していくこともあるので、

そういう調査等を含めて効率的な会計というわけではないのですが、抑えられるところは

抑える、予防できるものは予防できるように進めていっていただきたいと思うのですが、

そのようなことでお願いします。 

○委員長（貮又聖規君） 森高齢者介護課長。 

○高齢者介護課長（森 誠一君） おっしゃるとおり高齢化が進んでいく中で間違いなく

今後も需要は増えてまいりますので、それを少しでも抑制するように介護予防のほうをし

っかりと重点的に政策を進めていきたいというふうに思っております。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第10号 令和７年度白老町介護保険事業特別会計予算、原案のとおり決定すること

に賛成の方は挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○委員長（貮又聖規君） 全員賛成。 

よって、議案第10号は、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

○委員長（貮又聖規君） 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時２５分 

                                       

再開 午前１０時２６分 

○委員長（貮又聖規君） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 
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◎議案第１１号 令和７年度白老町立介護医療院事業特別会 

計予算 

○委員長（貮又聖規君） 議案第11号 令和７年度白老町立介護医療院事業特別会計予算

を議題に供します。 

介護医療院事業特別会計予算書、22ページをお開きください。22ページから31ページま

での１款総務費、２款サービス事業費、３款公債費、４款予備費全般について、質疑があ

ります方はどうぞ。 

１番、水口光盛委員。 

○１番（水口光盛君） １番、水口です。大まかな質問になると思うのですが、23ページ

で聞いていいのか分からないのですけど。介護医療院を始めるということで、前回、補正

予算もあって議論をしながら進んでいると思うのですが、介護医療院でサービスが始まっ

て歳入を受けて、今、歳出の項目ですが、ランニングコストという意味で１点お伺いしま

す。病院の中に介護医療院を設けてランニングコスト、例えば電気代、水道代がちょっと

見落としているかもしれませんが計上されてないと。逆にそれを負担金か何かで病院の企

業会計に戻しているのかと思って負担金を探したのですけど、なかなか見ることができな

いという質問です。 

○委員長（貮又聖規君） 温井病院参事。 

○病院参事（温井雅樹君） ただいまのご質問ですが、電気料、水道料につきましては、

介護医療院併設型となっておりますので、病院会計側で負担することになっておりますの

で、こちらのほうには計上しておりません。 

○委員長（貮又聖規君） １番、水口光盛委員。 

○１番（水口光盛君） 併設型だと病院のほうで見るという根拠というか、ちょっと分か

らないのですが、12月の補正のときも話しましたが、まず会計を持つのですよね。病院の

中でやられたらどうですかということだったのですが、賛成多数の中で会計を持ち補正予

算を組み、今、執行しているという段階ですので、これについては理解しています。ただ、

ランニングコスト、例えば介護医療院で介護を受ける方が約19人いて、16.8人で歳入を見

ているということですけど、その方々だって歳入の中で経費を払っているわけですから、

私は会計の考え方でいくと介護医療院会計で持つのが当たり前ではないかと思うのです。

建設費の按分も介護医療院で見ているわけですよね。まだ始まっていないから分からない

とか、そういう理由で言っているのか、もともとこれからは全部病院会計で、併設型だか

ら負担していくのだという考え方なのか、そこについて伺います。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） ご指摘のとおり本来であれば、病棟と介護医療院の割合で

ランニングコストをきちんと会計上、持つべきところではあるという当初の基本的な考え

としてはございます。しかしながら、これまでの収支計画の中で議会の皆様にもご説明し

たとおり、5,800万円ほど当初でマイナスというところもあって、町の考えとしては、まず
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スタート段階では、負担が大きくのしかかることもあって、専従者のみの人件費相当分を

まず介護医療院の会計で見ることで、今回行ったということです。今後、こういった部分

の収支の見通しの中で、なかなか難しいと思うのですけども、こういった部分が確保でき

るような取り扱いになれば、是正を図っていくことを今後、検討していきたいというふう

には考えております。 

○委員長（貮又聖規君） １番、水口光盛委員。 

○１番（水口光盛君） 最後にしますが5,800万円という言葉が出たので、ここは歳入で本

当は言おうと思っているのでちょっと置いときます。このランニングコスト、19床あって

5,800万円を一般会計から繰り入れて運営していくと。でも5,800万円は実はランニングコ

ストを見ていないからまだまだ増えるわけですよ。実質、患者さん１人当たりを考えれば、

実質まだ増えると。もしかすると19人で割っても１人当たり300万円以上の負担をしながら

やっていくという説明になるけど、実際はランニングコストが入っていない。ちゃんとし

た負担分を出せば400万円なのか500万円なのか分かりませんけど、電気料、水道代が按分

でどれだけかかるか、まだ分からないというから、それは理解しますけど。やはりそうい

う金額をかけて介護医療院をやっていくということだと思うのです。私は、質問ではない

かもしれないけど、今これだけの歳出でお金をかけるのだったら、５月に介護医療院をす

ぐやるのではなくて、もうちょっと様子を見て、病院は開業して引っ越しもして、それで

電子カルテも入れ、電子カルテの導入が終わった段階、例えば12月がいいのか、それぐら

いから介護医療院をゆっくりやっていくと。病院も36人、その頃には満床になっているは

ずですから。そういう段階を踏んで介護医療院をやっても5,800万円の赤字、繰り出しやっ

ても、早くやっても遅くやっても繰り出しの額は変わらないと思うのです。例えば病院が

これから引っ越しをして、介護医療院を５月３日から引っ越してすぐやるというのは、行

政だからできるのかもしれないけれど、一般企業がこういう施設をやっていれば、そうい

う選択にはならないと思っているのです。行政だからこうやって一般会計から繰り出して、

公立の介護医療院だから１人当たり300万円以上の負担をしながらやっていくことも分か

るのです。ただ、一般会計の繰出金の答弁を受けましたけど、これは基準外ですよ。法律

上のものではなく白老町独自でやるということですから、あえて私は議員ですからこうい

うふうに聞かないと、誰かが止めるというか考えを改めることもできないと思うし、議論

をして初めて予算に賛成したり反対したりという形だと思うのです。病院側は、決められ

た路線の中でやっていくことは重々分かっています。しかし、今、待機者が何人いるかと

いうことを１点質問して、待機者をすぐに受け入れなければいけないということでなけれ

ば、12月ぐらいまで様子を見て準備を万端にしてやるという考えもあると思うのですが、

いかがですか。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 確かにロードマップ的に当初からそういう考えの基に進め

ることもあろうかと思います。そういう中で慎重にやるということは十分、私どもも水口
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議員の指摘どおり順を追ってやるということも適切な方法かと理解します。しかしながら、

大変失礼な言い方かもしれませんが、民間が介護医療院のⅡ型を進めるということは、転

床型なのですよ。今回、イレギュラーな中で動いているということも事実でございます。

そういった中で昨年の９月から採用職員の募集かけまして、おおむね４月で人員は配置す

ることになります。そういう意味では５月７日が正式になりますけども、そういった中で

できる限り入所者を確保しながら収入をきちっと確保するということも含めて、いきなり

５月に全て利用予定数がクリアできるということには現実的にはなりません。受入れも１

週間に数人ずつ順を追ってということになってくるかと思います。そういったところで進

めたい考えでおりますので、ご理解いただきたいということしか言えませんが、お願いし

たいと思います。 

待機者のほうですが、実は今月新病院の保健所の検査等、順を追って進めております。

最終的に明後日に新病院の許可が出た段階で、介護医療院の検査という流れになるもので

すから、予定で21日に検査を行った中で、３月中に許可が下りるということで、正式に募

集をかけるということになりますと、保健所の許可が出て初めて認められるものですから、

実際の募集はその後になります。ただ、今、問い合わせは数件、包括のほうからの情報で

あるとか、直接お電話いただくことがあります。何件というお話はしませんが、そういっ

た問い合わせはあるものですから、許可が下り次第、我々も営業をかけていきたいという

考えでございます。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

３番、氏家裕治委員。 

○３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。１点だけお伺いしたいと思います。27ページの

施設介護サービス事業経費でお聞きしたほうがよろしいかと思います。今、事務長が言わ

れたとおり、また同僚議員からの質問にあったとおり、５月からの開院に向けて介護医療

院のスタッフもそろっているという話もありましたので、スタートしていくのではないの

かと思います。いずれにしても今、これから検査というか調査が入って、今後、需要に応

えていくという話でした。大事なことは、介護保険事業特別会計の中でもありましたけど

も、これから介護計画を策定していくにあたって在宅介護の実態調査を進めるとありまし

た。こういったものとしっかり病院とのタイアップがないと、これからの介護医療院の在

り方というのは、やはり難しいものになってくるのではないかと思います。こうした連携

は、今後どうしていこうとしているのか。それに対して訪問診療というのが大きなネック

になってくると思いますけども、ちゃんとした連携のもとに介護医療院を成功に導く、一

つの鍵になってくると思いますが、その考え方を伺っておきたいと思います。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 町立病院という立場で申し上げますと、地域包括ケアシス

テムの中の基幹病院という位置付けになります。そういう中で介護医療院というターミナ

ルケアが必要な患者さん、介護を要する方をどういう形で受け入れる体制を取るかとか、
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介護医療院というのは、医療が必要な方ということになりますので、そういったところは

病院の機能と掛け合わせながら、我々としては、患者さんの対応として十分にプラス要因

として介護医療院が働くという認識でおります。費用は正直かかることは前提であります

けども、地域の中で町内でも老健施設等々の高齢者介護施設もございますので、そことの

役割分担というものを踏まえながら取り組んでいく。当然のことながら病院として、今年、

遅ればせながらですけども、在宅の訪問診療の可能性の検討を進めていきたいと思います。

その中で在宅として終末期を終える方、そこにはどうしても介護医療院の機能でないと難

しいということもございます。ただ、介護医療院の中でも全て受入れるかどうかという患

者さんの医療依存、それから措置というものは、それぞれ割合を持って受入れを考えてい

かなければいけないということもありますので、いろいろな中で担当のほうでも受入れ体

制をどうしていくか、判定の想定がどうあるべきなのかということで院長を筆頭に取り組

んでいる最中でございますが、そういう中できちんと営業をかけていくつもりですし、氏

家委員のご質問にあったとおり包括ケアシステムの中できちっと役割を持って進めていく

考えでございます。 

○委員長（貮又聖規君） 森高齢者介護課長。 

○高齢者介護課長（森 誠一君） 高齢者介護課、地域包括支援センターとしても介護医

療院ができることによって、町民の方で介護医療院を利用したいという方は間違いなくい

らっしゃると思いますので、その辺はしっかり介護医療院に入所できるように誠心誠意努

めてまいりたいというふうに考えてございます。 

○委員長（貮又聖規君） ３番、氏家裕治委員。 

○３番（氏家裕治君） 分かりました。いずれにしても５月の開院に向けてスタートする

わけですから、しっかりとした準備が整いつつあって、これからは実行に移していく段階

に入っていきますので、そういった流れの中では介護保険事業等々も一緒に絡めながら包

括的な物事の考え方の中で、１人でも多くの方に利用していただけるような流れを作って

いかなければいけないと思います。先ほど事務長からもバランス的なものは必要だという

話を聞いています。ただ、そういう施設を求めている方もいらっしゃると思いますので、

５月の開院に向けてしっかり頑張っていただきたいと思います。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 新しい施設ということで国が2018年に創設した制度でござ

いますので、苫小牧エリアでは民間の介護医療院の施設があり、我々も情報を得ながらと

いうこともあります。初めての試みということで院内でも不安は多々ございますが、ニー

ズがある以上、しっかりと対応していきたいと思っていますので、まずは今年スタートし

ていい結果を残せるよう努めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

９番、前田博之委員。 

○９番（前田博之君） 今は人口減少で高齢化率は増えているけど高齢者が減るという状
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況なっているのです。この会計もこれから非常に厳しくなると思います。いかに入所者を

セールスして少しでも介護度４、５の方を入れて収入を上げるかということでないと、そ

この具体に上がる部分の認識をちゃんとしておかなければ、結果的に空き部屋が多くなっ

てくると思います。これから私たちもそういう施設を必要とする人間ですから町内にも必

要だと思うけども、それは前提だけどやっぱり経営ですから考えてほしいと思います。 

事務的なことを質問します。今、水口委員が質問した中で、27ページのサービス事業の

経費の部分ですが、食糧費については給食材料購入業務が入っているのだけども、居住費

の中に光熱費相当が入っているのですよ。そうですよね、負担者からもらうのです。それ

を併設しているから病院にやるというけど、受ける収入がないのですよ。支出するものも

ないのです。後で歳入の質問をしますがここでは触れません。入所者が支払う居住費、食

費の範囲は、室料と光熱費が入っているのですよ。なぜ予算に上がってこないのですか。

言葉悪いけれど、どこに行っちゃったのですか。予算は総計予算主義ですから全てを上げ

なければいけない、そういう部分がどうなっているのか。 

もう１つ、事務的で本当に単純なのだけど、25ページに分からないのだけど、介護医療

院整備事業費で6,820万円とあって、これは一般会計から繰入れしているのですよね。この

会計をトンネルして病院に入っているのです。なぜそういうことをしているのか、会計処

理上、何かの部分に指導をされているのか。そうしなさいというものがあるのか。うがっ

た見方をすると直接病院に入れると繰り出しが増えるから、この会計を通して入っている

のか分からないですよ。その２点を伺います。 

○委員長（貮又聖規君） 温井病院参事。 

○病院参事（温井雅樹君） 私から介護医療院整備事業の関係についてお話ししたいと思

います。契約でございますが病院側と事業者側で契約を締結する予定でございます。三者

契約ではなく病院と事業者で契約をして、支払いは病院側からまとめて払うということで

考えております。これまでもそうしてきておりますので、病院側でまとめて支払いますの

で介護医療院に一旦お金を出して介護医療院から病院に渡して、病院のほうから介護医療

院と病院のお金を合わせて事業者に払うというようなスタンスで、これまでも来ておりま

すので、そういう流れで考えております。繰出金ですけど一般会計からの繰出金と介護医

療院で借りた起債の部分を合わせて6,820万円を計上させていただいております。流れ的に

はそういうような流れで進めております。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 居住費の取扱いですけども、今きちんとした解釈としての

押さえがはっきりと手元で調べきれていないところですけども、少なからず光熱費を含め

た介護保険上の居住費の設定がございますので、経費としてはそういった部分も含まれま

すが、施設サービス経費の全体の中で居住費に充てる部分はほかにもございますので、そ

ういった中で今回、この費用の中に居住費は含まれているという考えで進めております。

ただ、前段、水口委員のお話のとおり歳出の面で病院全体の割合を講じるということが、
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費用負担が大きくなるということで、病院会計のほうで見た形にはなっていますけども、

居住費の考えとしては光熱費を含めたサービス費用の中で賄うことだという認識で進めて

きております。 

○委員長（貮又聖規君） 会計処理上の指導があったかどうかということはどうですか。 

温井病院参事。 

○病院参事（温井雅樹君） 指導があったかどうかという話ですけど、これまでも病院を

建てるにあたって病院会計と事業者で契約をしていまして、それを国のほうに申請して補

助金を認めていただいていますので、その流れで来年度以降も対応していきたいと考えて

おります。 

○委員長（貮又聖規君） ９番、前田博之委員。 

○９番（前田博之君） ランニングコストというか、かかる経費がよく分からないのです。

今、予算審査をしているのです。単純に考えたらきたこぶしの例を考えると単純でしょう。

寿幸園とか。利用料として負担金もらうのですよ。その中に経費入っていますよね。食糧

費は計上されて病院のほうに委託やって病院の給食と一緒にやるのでしょ。その分はツー

ツーできます。だけど光熱費の部分は、病院に併設だから病院で持ってもらうというけれ

ども、入所者から負担金もらって、入所者が負担しなさいという金額に室料と光熱費が入

っているのに、今事務長の話では、ばらして使っているからいいという話ですよ。そうで

はなくて光熱費、あるいはランニングコスト分を、食糧費のように頭出しして、当然、歳

入に入っているのですから、それを出すよと。そういう予算にしないと審議できないです

よ。このお金どこにいって予算で見えるのか、まるっきり分からないですよ。私言ってい

るのは当たり前だと思っていますから。前田はすぐにきつく言う、いじめていると捉え方

するのだけれど、そういう意味ではないですから。一つの会計処理、予算は全てのお金を

全部入れて総計予算主義ですから。そういう部分でどうなっているかと言っているのです。

これは大きな問題ですよ。 

○委員長（貮又聖規君） 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時５１分 

                                       

再開 午前１１時 ９分 

○委員長（貮又聖規君） 休憩を閉じて会議を再開いたします。 

町側の答弁を求めます。 

本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） お時間いただきまして大変申しわけございませんでした。

前田委員のご質問でございますけども、居住費、食費等々、介護保険上で区分した中で措

置を講じているところでございまして、当然そのことに対するサービス費用の中の居住費

見合いというのは、当然のことながら歳出として見込むべきということは、ごもっともな

お話で大変申し訳ございませんでした。今回の予算上の流れとしましては、サービス収入、
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サービス費用全体の中でどうしても費用がマイナスということがあって、歳出の部分を病

院会計のほうに負担を講じたことによって、整合性が図られなくなってしまったという要

因かなというふうに今回改めて捉えております。今後においてスタートが来年度からとい

うことでございまして、私どもとしてはサービス収入の増減や当然サービス費用の増減も、

今後そういった中で見込まれる可能性がございますので、今回のサービス費の全体の中で

科目の整理を含めて、年度スタートの中で整理をさせていただくような場面があろうかと

思いますので、その際は、そういった形で補正対応等をさせていただきたいと考えており

ますので、大変申し訳ございませんが、そのような対応でお願いしたいと思います。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 続いて、34ページから44ページまでの給与費明細書及び地方債

現在高見込額調書について、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 次に、歳入に入ります。10ページから19ページまでの歳入全般

について、質疑があります方はどうぞ。 

１番、水口光盛委員。 

○１番（水口光盛君） １番、水口です。15ページです。一般会計繰入金について伺いま

す。一般会計から繰り出しで約１億900万円受ける。そのうち5,100万円は先ほど歳出の中

でも病院建設のほうの会計間移動ということは理解しています。お聞きしたいのは運営費

の5,800万円という数値ですが、以前全員協議会の資料によると今年度は約5,280万円でし

たが5,800万円に今回変わっています。まず１点、変わった理由です。12月補正のときもい

ろいろ議論させていただいた中で1,676万4,000円でしたか、補正して準備をするというこ

とも当初の計画、介護医療院造る計画では黒字だったものが、全員協議会の資料の中でこ

ういうお金が補正で必要だということで会計も作るという話だったのですが、我々は反対

しましたが議会で通ったということで、今は準備をされて人件費等に充てられているとは

思うのですが、そのときから比べて5,280万円から5,800万円、約１割上がっているという

ことについて、やっぱり議論しなければ一般質問で私も言いましたけど、一般会計からの

繰出金は予算審査でやるという話ですから、これも検証の１つという意味で伺います。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 収支計画上から今回改めて予算編成を行った中で差額の分

につきましては、大きくは人件費分でございます。おおむねの職員配置の中でそれぞれの

人件費ベースを組んだことと、もう１つ大きな要因は人事院勧告による増額分が見込まれ

た中で大幅な費用が増えたということで、この説明は今回したと思っておりますが、実際、

看護士８名、介護職員６名にプラスしてケアマネジャー分も見込んでおりましたが、残念

ながらそこも病院会計で負担するということで今回5,800万円という繰入れの措置という

ことで押さえております。 
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○委員長（貮又聖規君） １番、水口光盛委員。 

○１番（水口光盛君） 予想どおり人件費の高騰、そして人事院勧告、一般会計でも給与

費であれだけ増えるのですから、今後また人事院勧告、例えばベースアップ含めてあれば

来年また5,800万円なのか6,000万円になるか分かりませんけど、人件費が増えれば増える

ほど繰り出しが比例的に増えていくという認識でよろしいのか。 

もう１点、来年１年たてば経営努力というものをする、特別会計でも会計の努力はする

と思うので、そういう中で減少するというか、人件費のベースアップを図っても何とか事

務費といいますか、そういうもので抑えていくことになるのか、それともずっと人件費が

ベースアップしていくと上がっていくと捉えたほうがいいのか、それについて伺います。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 現状推移ということでは、今配置した職員が必然的にはス

ライドすることになります。そこを収支の改善を図る対策という部分では、やはりサービ

ス収入を上げていくこと。今も加算の扱いとしては、スタート段階では加算の部分の算定

を行っておりますけども、必要な施設基準を網羅できる部分は、サービス収入の加算を取

っていくという考えでおりますことと、逆に歳出の抑制とサービス費の抑制が可能な部分

をやっていくと。そこのスライドをいかに縮めていくかということは、これからの努力で

ございますので、そこは最大限図っていく。ただ、万全な体制をとる上では、例えば若い

職員を置けばいいとか、会計年度任用職員で済ませるとかということになりますと、サー

ビスの低下を招くことも生じますので、そこのバランスはきちっと日々、年度ごとの検証

を行いながら進めていきたい考えでございます。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

12番、西田祐子委員。 

○１２番（西田祐子君） 12番、西田でございます。ちょっと分からないのでお伺いした

いのですけれども、病院会計とは別の会計になるのですけども、人事のほうのことでお伺

いします。きたこぶしのことを言っては申し訳ないのだけども結局は人事の総責任者を介

護医療院と町立病院の間でどういうふうな関係になっていくのか。また介護医療院のほう

にいる看護士さんとかいろいろな人がいます。そういう人たちと病院のスタッフの入れ替

えもあるのかどうなのか。その辺の命令系統というのですか、組織としてどういうふうに

なるのか分からないものですから、会計を別にすると総責任者、誰が一体責任を持って見

るのか。前のきたこぶしのときは確かその分も按分していたような記憶があるのです。今

回、帳簿を見るようなスタッフも入っていませんよね。そうなってきたら一体誰が統率を

して、一体誰が事務を見て、そして人事も誰がするのか。その辺、全然よく分からないの

でもう少し詳しく、分かりやすく説明していただければありがたいと思います。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 介護医療院の位置付けでございますけども病院事業の附帯

事業として行うということで12月の議会において設置条例の改正をさせていただいたとこ
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ろでございます。開設者は白老町長になります。介護医療院の施設管理者、施設長という

立場では、病院長が兼ねる形で位置付けております。介護医療院の総括的な立場では、副

看護師長を改めて介護医療院担当看護師長ということで庶務規定を改正して行います。そ

こが現場の総括となります。そこに主任看護師２名、それから５名の看護師を配置して８

名体制、それと介護職員が６名です。看護局では病棟に病棟看護師長という職を置きまし

て、病棟の19名の看護師とヘルパーさん５名、６名がいます。西田委員ご指摘いただいた

ように人事異動の中でしっかり縦割りにならないような形で、まずは今回８人、介護医療

院の看護師を配置していますけども、ジョブローテーションをしっかりやっていくこと。

特に夜勤帯は施設基準上でそれぞれ２名、１名という配置がございます。病棟、介護医療

院というそれぞれの持ち場はあるのですが、重篤患者さんが出た場合とか、それぞれ連携

してやることをこれからスタートの中で看護局の職員、末端の職員までそういったお話は

総看護師長という立場で今の看護師長がおりますので、そこは行うということを徹底して

おりますので、組織としてはそういう流れで行っているところです。 

ちょっと話が戻りますけども介護医療院のほうは、看護師８名、介護職員６名の配置以

外にリハビリ、栄養士、事務職員、薬剤師、それからレントゲン技師、検査技師など医学

的な措置を講じるための各職員については、病院の職員と兼ねるという体制を取って兼務

という形で組織図をまとめております。そういった中で介護医療院の体制を整えて準備を

して５月にスタートを迎えるような予定でいます。 

帳簿ということで、財務会計ですね。特別会計を今回設置させていただいておりますの

で町の財務会計システムにそれぞれの特別会計と同様に別枠で管理システム、当病院のほ

うにも配置させていただいて、そこに事務方が兼務という形にはなりますが、そういった

体制で病院会計の財務会計システムと別枠できちっと管理する考えでおります。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

９番、前田博之委員。 

○９番（前田博之君） 歳入の11ページで質問したいと思います。前段、歳出で質問して

いますけども、確かに今、非常に大変だと思います。それは十分に分かっているのだけど

プロですから、その部分について真摯に議論したいと思っているのです。総体的に見れば

スタッフの中でやられていると思うのだけど、そういう部分からいけば大きな方向性とか

は、やっぱり理事者がもっと目を通してほしいと思います。町長も病院の設置管理者にな

っていますから、もう少し病院に足を運んだりして本当に一緒に逆に何日かは病院の中に

いて、副町長あたり一緒に仕事をして気づかない部分は指導するぐらいの形でやってもら

わないと５月からスタートですから大変です。テレビで救急病院の引っ越しを見たのです

けど大変ですよ。僕は大変だと思っているのです。分かっているのならそれ以上質問する

なと言うか分からないけども、スタートするから今が肝心なのですよ。まして水口議員、

田上議員も心配して言っていますからね。赤字からスタートする自体が間違っていますか

ら、はっきり言います。 
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それで、本当は質問するかどうしようかと思ったのだけど、大事な問題だから言わせて

もらうけども介護医療院、昨年の12月に設置されてスタートしていますよね。それで今日

まできているのだけど、私は今も話したように７年度予算は準備万端で臨まれてきている

のかなと思っているのです。優秀なスタッフですから。そこで前段にも関わるのだけど予

算というのは皆さん分かっているから言いたくないのだけども、法令や条例、規則等々に

準拠しますよね。まして使用料とか負担金なんかは。条例の施行に関して必要な事項は規

則で定めることになっている、当たり前のことなのですけどなぜあえて言うかというと、

先日の白老町立国民健康保険病院使用料及び手数料徴収条例の一部を改正しました。この

とき私も質問しています。その中で規則を定めていないと受け止めました。当然あるべき

です。居住費及び食費、利用料の減免、そしてトータル的なサービスの提供を受けた場合

の利用料、これは介護医療院サービスの内容及び利用等ということで規則を定めなければ

いけないのです。その規則に決まっている費用ありますが当然条例で決めなければならな

いのですよ。国が出している基準に基づいて先ほど質問した歳入も歳出も積み上がってく

るのです。何を言いたいかといったら今規則がないのです。きたこぶしのようにちゃんと

別表で負担金が幾らとか全部決めていますか。そういうものがもしあれば、あるとはっき

り言ってください。そういうものがなければ予算の積み上げになってこないのですよ。予

算に上げた数字の根拠はどこからきているのかということです。分かりますよね、町長、

副町長は財政課長やっていたのだから。多分予算査定もしているでしょう。そういう部分

が整理されて、さきの条例でも日常生活費用として町長が定める額を納付しなければなら

ない、町長が定める額となっているのです。調べても規則が見えない。何をもって積算し

たのかということです。そういうものがない中で予算の数字が積み上げられて提案された

のであれば、何をもって私たちは議論したらいいのでしょうか。まずそこを伺います。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 考え方としまして今回使用料及び手数料徴収条例の改正を

行った部分でございますけども、先ほどからお話が出ています居住費、食費等含めた介護

保険の適用でございますけども、今回、条例改正した部分の２条中に１号加えた指定施設

サービス等に要する費用の額の算定に関する基準というのが、介護保険法に基づく基準が

ございます。この基準に基づいて今回算定を行って収入を組んでございます。したがいま

して条例施行規則に加わっていないものでいきますと、室料差額という個室の部分だとか、

実費の扱いになりますけども娯楽費、理美容代、日常生活代とかという部分の費用を別途

規則で定めているという中で、今回は計上させていただいているところでございます。 

○委員長（貮又聖規君） ９番、前田博之委員。 

○９番（前田博之君） 細かいこと言いたくないけど事務長の見解では、これからも国の

示した基準によって規則は作らなくてもいいということですね、料金設定の基準。きたこ

ぶしは、ちゃんと決めているのですよ。ほかの町村の施設も全部です。まして運用規程ま

で作っていますよ。全部は言いませんけれど後で調べてください。今、うちは条例あるけ
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れど規則もない、運用基準もない、運用基準は大事ですよ。私は事務長を責めているわけ

ではないのだから逃れるような言い方したら、今の事務長の見解ではこれからそういうも

のは作らなくて国のものを見てやっていけばいいことになってしまいますよ。そういう解

釈なりますか。ならないでしょう。こういうことはちゃんと整理をしておかないと、今後、

我々議会も町側もここにいない課長たちもいると思うけど、ちゃんと整理しておかないと、

それでいいといったらひどいことになりますよ。東京都だって介護医療院は福祉局で全部

定めているのですよ。国でやっているからいらないということなるでしょう。まして一つ

の実例とすれば、きたこぶしだって前の寿幸園だってみんな決まっていますよ。減免措置

だって出てくるよね、減免措置はどうやってするのですか。私は責めていないですよ。ち

ゃんとした仕事していないから。いや、やっていると思うよ、後ろにいる人も優秀な人ば

かり聞いているし、一生懸命仕事しているのは理解しています。しかし大きな問題ですよ、

副町長。もう少ししっかりして。今のままでいいという答弁で通るならそれでいいです。

どうですか。 

それと言っているように歳入も規則の金額を根拠にして積算された予算措置されるのが

筋だと思いますよ。まして国のほうも施設サービス費と居住費、食費、日常生活費の基準

は出ていますよ。それに沿ってやるわけでしょう。それ以上ならない形でやっているので

すよ。町によってはそれ以下でもいいのだから。極端な言い方すれば。そういうことです

よね。もうこれ以上は言わないけど、基本的なものの考え方を答弁してください。 

○委員長（貮又聖規君） 大黒副町長。 

○副町長（大黒克已君） 介護医療院の予算の今回の提案、それから規則の関係につきま

しても、私も一緒になっていろいろ事務長とも協議をさせていただいている中において、

なかなか準備不足というところもありまして、大変ご迷惑をおかけしてございます。 

今回の規則の問題につきましても実質のところ協議を進めておりましたけど、まだ正式

に規則を制定しているわけではございませんので、今後やはり前田委員の言われたところ

も含めまして、しっかりと他自治体の状況も踏まえて対応を進めてまいりたいと思います。

決して必要ないと思っているわけではございませんので、ご理解のほどお願いいたします。 

○委員長（貮又聖規君） ９番、前田博之委員。 

○９番（前田博之君） せっかくスタートですから条例ができたら規則、そして運営規程

を作るべきだと思います。僕はよその自治体のものを持っていますよ。よその自治体は介

護医療院何々運営規程を作っているのです。その中には施設の名称や運営方針、職員の関

係も書いています。それと介護医療院サービスの内容及び利用料、そして負担金、居住費

は幾ら、食費は幾ら、利用代は実費だと全部うたっているのですよ。そういう部分でやっ

てほしいと思います。ぜひもう１回、副町長を先頭にして今言った問題を整理してほしい

と思います。せっかくスタートするのですから、そういうことです。 

○委員長（貮又聖規君） 大塩町長。 

○町長（大塩英男君） 誤解があったら困るものですからちょっとお話をさせていただき
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ます。まず冒頭に前田委員のほうからもっと町長、病院に足を運べというようなお話いた

だきました。この立場になってから私、医局会議とかお医者さん方としっかりと議論をさ

せていただいているということは、ご理解いただければと思います。 

先ほど人事の関係がございましたので、その辺はしっかり現場の声も聞き、そして私が

実際に病院に入ってどのような形態かというのは、改めてスタートを切りますので、その

辺はしっかりとやらせていただければと思います。 

それともう１点、会計上の問題ということで委員のほうからご指摘をいただいて、まさ

しく私たちに落ち度があったなというところだったのですけれども。例えば、実費徴収に

ついては、規則に定めなくていいとか、法制的な部分もありますので、その辺も含めてし

っかりと整理をして新スタートに向けて準備を進めてまいりたいと考えております。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第11号 令和７年度白老町立介護医療院事業特別会計予算、原案のとおり決定する

ことに賛成の方は挙手を願います。 

〔挙手多数〕 

○委員長（貮又聖規君） 賛成８、反対３。反対者は１番、水口光盛委員、２番、田上治

彦委員、９番、前田博之委員。 

よって、議案第11号は、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

                                       

◎議案第１２号 令和７年度白老町水道事業会計予算 

○委員長（貮又聖規君） 議案第12号 令和７年度白老町水道事業会計予算を議題に供し

ます。 

別冊の水道事業会計予算書、20 ページをお開きください。20 ページから 24 ページまで

の収益的支出から質疑に入ります。質疑があります方はどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 次に、18ページから19ページまでの収益的収入について、質疑

があります方はどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（貮又聖規君） 次に、25ページから26ページまでの資本的収入及び資本的支出

について、質疑があります方はどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 次に、３ページ及び７ページから10ページまでの企業債、給与

費明細書及び債務負担行為に関する調書について、質疑があります方はどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 全般について、特に質疑漏れがありましたらどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 山本上下水道課長。 

○上下水道課長（山本康正君） 給水条例の質疑のときに西田委員からご質問いただき、

答弁漏れがございましたのでそれについてお答えしたいと思います。４月から８月分まで

を現行の水道料金とした場合の影響額についてご質問がございました。５か月分の影響額

につきましては、月約1,200万円、５か月分になりますと6,000万円ということになります。

ただ、一般会計から3,000万円いただきますので、6,000万円のうち3,000万円が水道会計の

影響額ということになります。 

○委員長（貮又聖規君） ただいまの山本上下水道課長のご答弁でありますが、こちらは

本会議で再度ご答弁いただくことにいたします。 

それでは、もう一度繰り返します。全般について特に質疑漏れがありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第12号 令和７年度白老町水道事業会計予算、原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○委員長（貮又聖規君） 全員賛成。 

よって、議案第12号は、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

                                       

◎議案第１３号 令和７年度白老町国民健康保険病院事業会 

計予算 

○委員長（貮又聖規君） 議案第13号 令和７年度白老町国民健康保険病院事業会計予算

を議題に供します。 
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別冊の国民健康保険病院事業会計予算書、24ページをお開きください。24ページから28ペ

ージまでの収益的支出から質疑に入ります。質疑があります方はどうぞ。 

 ２番、田上治彦委員。 

○２番（田上治彦君） ２番、田上です。ページ数は全体的です。申し訳ないですけど全

体的な形になってしまうと思います。予算書の編成で繰入金について質問したいのですけ

ども、予算実施計画書では、令和６年度は１款病院事業収益、２項医業外収益、２目他会

計補助金で一括計上しているのですけれども、７年度予算では他会計負担金と他会計補助

金にそれぞれ分けて計上しているのですけれども、負担金と補助金の違いは何でしょうか。 

○委員長（貮又聖規君） 最後の全般でよろしいですか。 

ほか、質疑があります方はどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 次に、22ページから23ページまでの収益的収入ついて、質疑が

あります方はどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 次に、29ページから30ページまでの資本的収入、資本的支出全

般について、質疑があります方はどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 次に、３ページ及び８ページから 14 ページまでの企業債、給与

費明細書及び債務負担行為に関する調書について、質疑があります方はどうぞ。 

９番、前田博之委員。 

○９番（前田博之君） ３ページ、企業債で質問します。企業債の借入れをしますよね。

非常に象徴的な事業債を借りることになったのです。これは今までなかったのですけど新

たな部分、病院の赤字を補填するために国が制度化したのかなと思うのだけど、事業債の

趣旨・目的というのか、あるいは制度の創設時期、いつ作って救われるのか。 

もう１つは資金不足として１億7,976万6,000円を借入れますけども、この算定基準、普

通の事業費の算定基準は分かるけど多分特殊だと思うのです。我々ちょっと分からないと

思うので、どういう形の積算になって、この額になったのか。ちゃんと押さえておかない

と大変なことになるのです。そういう部分とこの起債を借りるには経営改善計画を策定し

てくださいと。そして収支改善に取り組む病院が対象となるのだけど、経営改善計画の策

定はどのようになるのか。そこだけ聞いておきます。 

○委員長（貮又聖規君） 温井病院参事。 

○病院参事（温井雅樹君） 私のほうから経営改善推進事業債について説明したいと思い

ます。令和７年度の地方財政対策の一環として創設された新しい起債でございます。事業

の期間ですが令和７年度から令和９年度の３か年となっておりまして、対象としましては、

資金不足が生ずる、もしくは生ずる見込みの病院事業で経営改善実行計画を策定して、収

支改善に取り組む病院が対象となるものでございます。支援の内容でございますが計画を
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実行して得られた効果額、または資金不足の額のいずれか小さい額が支援対象になると記

載されております。 

計画を作る過程ですけど新しく制度ができた段階で、まだ振興局等から詳しい通知がご

ざいません。今後、４月に入りまして振興局との協議を経て、その後、計画の策定の指示

とかがございますので、今のところはちょっと分からない状況でございます。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 算定の基準ですが今回不足が生じている事業ということで

すので、そこを踏まえて今回資金不足の想定で１億7,976万6,000円を計上しております。 

○委員長（貮又聖規君） ９番、前田博之委員。 

○９番（前田博之君） さっき言いましたが借入はちゃんと整理しておかなければ駄目な

のです。６月ぐらいに決まるみたいだけど、なぜかと言ったら資金不足として改善効果額

があるほうと不足するほうを引くのですよ。それをちゃんと答えていないわけです。だか

らこの会計は資金不足で効果がないはずだから、資金不足が仮に２億5,000万円になったけ

ど、１億7,900万円借りるとか、そういう答弁欲しかったわけです。具体的に根拠がないと。

ほかは補助金から事業費を引いて残り補助金となるよね。これは違うのですよ。ちゃんと

我々は理解しておかないと今後の病院の予算が上がってきたときに、審査するときに分か

らないで言っても駄目なのですよ。どうでもいいということには僕たちはしていないと思

っているから。もうあまり言わないけども事業債の発行期間は答弁あったから３年になっ

ています。多分延びるかどうか分からないけど３年で限定するけど、借入れ条件に合う場

合、借入れ条件ということは資金不足がどんと下がってきたときに上限額が上がっていき

ますよね。私、そうなってほしくないのだけど、こういうことを今議論して言っとかない

と、あとでそうなったときに議論にならないから確認しておくのだけど、そうしたら満額

を借りるのかということですよ。もし今年の結果見て来年不幸にしてもっと赤字増えた、

減ればいいですよ。繰り出しは基準内でしか出さないから、あとは病院で借りなさいとい

ったら、どんどんどんどん借入額が上がっていくのですよ。多分、元利償還金だって過去

の例からいけば全部町が見るのですよ、稼げないと。その辺の見解をお聞きしたい。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 努力が見込まれなければ前田委員のご指摘のとおりになり

ます。しかしながら今の段階で年度が始まる４月で道との協議を踏まえなければ、詳細な

ご答弁は申し上げられませんので、考え方としては前田委員のご指摘のとおりです。我々

はそのとおりいくということではなく、経営改善に努めていきたいと思っております。 

この手続き上の部分を含めて現段階で詳細を申し上げられないのはし訳ございませんが、

考え方としては、そのように進むことを我々は是正をしていきたいと思っております。 

○委員長（貮又聖規君） ９番、前田博之委員 

○９番（前田博之君） ぜひそうしてほしいです。私は病院が新しくなり患者さんが増え

ることを期待しています。口コミでいい病院だよと言ったら患者が増えるのですよ。医業
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収益が上がっていきます。そのためには良質な医療を提供して続けなければ、そして収支

均衡を図らなければ結果は同じことになってしまうのです。私は、本当に町民に愛されて、

少しでもどんどん増えて町負担がなくなればいいなと思っているのです。基準内は別です。 

そこで、取り越し苦労になるからこんなこと言うのは失礼だと言うか分からないけど、

私たちとしてはやっぱり現実を見て将来を見据えなければいけないです。その仮定の話で

は答えられないではなくて、やっぱり心配して将来どうだということの見通しを立てて、

まだ健全化計画はできていませんから、だから私言っているのです。そういうことを踏ま

えて今のままでいくと、予算を比較すると、当初予算ベースで約6,500万円繰入金が増えて

いるのです。令和６年度ベースですよ。それで今回の資金不足で起債を１億7,900万円、約

１億8,000万円です。２つ合わせると２億4,500万円ですよ。これは丸々赤字ですよ、正直

な話。そうですよね。今後、前段話したように病院が努力して収益改善を期待しても、こ

の２億4,500万円が解消されればいいけど、もし解消されない、経営努力して5,000万円、

6,000万円減ったよと、そうすれば２億ぐらいなります。仮ではなくて万が一という言葉使

いますが、３年間、１年間に２億の赤字が出て６億円なってしまったら大変な金額ですよ。

元利償還金も含めて。そういう前提で理事者に伺いますが、温故知新という言葉があるの

だけども、今、私言ったように私は将来、現実的な将来を見据えてどうなるかと心配して

いるのです。そういうことで新病院開設を私も希望しているのです。その中にあっても７

年度で資金不足、すなわち赤字補填としての経営改善推進事業債の起債を借り入れること

になってしまったのは非常に残念だと思っています。そこで、ついにきたかという感じも

するのだけども、町は財政が厳しいということで平成19年度以降、財政再建団体になるぐ

らいの財政危機に陥ったのですよ。町民、職員等に重大な負担を強いて財政再建に取り組

んできました。このような状況の中にあって町立病院も経営悪化が続いて一般会計から繰

り出しをしていましたけども、一般会計も再建団体寸前で病院の赤字の追加繰り出しでき

なくなったのですよ。そうですよね。そこで病院は赤字を累積しました。赤字が膨らみ病

院自ら立ち行かなくなった。苦肉の策で急場しのぎの手段として、このときも改革プラン

を作ることによって、国が起債を貸すということで病院の特例債を借り入れしました。そ

の額が７億5,000万円だと思います。この元利償還金を全て一般会計で出したのです。この

ことが一般会計のさらなる財政危機にも直面した１つですよ。何を言いたかといったら７

年度で予算約１億8,000万円の起債を借り入れますよと。過去の財政危機の一端を私は思い

起こすのです。さっき言ったように続かなければいいけれど続いたら大変なことになりま

す。７年度の起債も一般会計の今年度負担になると思いますよ。多分この１億8,000万円だ

って。そうするとこのような財政手法で対処した場合、これまでに経験したような財政危

機にまた陥って、同じ轍を踏むことが大いに懸念されるのです。本当に職員だってみんな

そう思っていますよ。町長に直接声が入っているかどうかは別にして非常に危機感を持っ

ています。町民もそうです。そういうことで絶対に繰り返しは許されないのです。そこで、

当時のことを一番肌で感じているのは大黒副町長です。これらの経験を生かして今後の経
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営改革の道筋、当時のことも振り返ってどう改善しなければいけないか見解を伺います。 

○委員長（貮又聖規君） 大黒副町長。 

○副町長（大黒克巳君） 過去の健全化に関わる取組の中で、やはり様々工業団地とか、

港の会計とかあった中で、もちろん町立病院会計におきましても多くの赤字を抱えていた

という状況の中で、これを連結決算という形の出し方が新たに発生したことで、やはり全

ての赤字を解消しなければならないという状況になりました。今、前田委員からお話あり

ました病院につきましては病院特例債を借り、あるいは他の会計につきましては、第３セ

クター等改革推進債を借りというようなことで、借金をしながらも何とか連結決算の中で

黒字化を目指してきたという経営状況でございました。確かにそのときには一般会計も苦

しい中におきましても病院に対しては年約１億5,000万円の繰り出しをプラスでしながら

しのいで、何とか返済が終わっている状況でございます。 

そのような状況から考えますと今回も同様の経営改善推進事業債を借りるということで

は、特例債は数年の積み重なった累積の赤字を返すというようなところで７億5,000万円で

したけど、今回は単年度で１億7,900万円の起債を借りるというようなことでは、やはりこ

れを今後、病院の会計で返していくということがまずは前提になります。当時も経営改善

計画等も立てながら病院の改革を進めてまいりました。一時期はやはりもちろん基準内繰

り出しがありますので繰出金がゼロということはございませんけど、繰出金の追加繰り出

しなしに何とか繰り出しを基準内繰り出しで黒字化したという状況もあって、患者数も伸

びてというような状況もありましたが、その後はだんだんとちょっとじり貧というような

状況になっております。やはり今回、令和７年度におきましては、新たな病院ということ

でスタッフも頑張っておりますし、もちろん院長筆頭に医療従事者もしっかりと気持ちを

高めて開設に向けて準備を進めているところでございます。過去のいわゆる負の遺産とい

うものをしっかり認識しながら、そのようなことを二度と繰り返さないということも含め

て、それは病院職員にもしっかりその辺の状況も認識していただいた上で新たな病院経営

をやっていかなければならないと思っておりますし、今後これが積み重なってというよう

なところも全く考えていないわけではございませんけど、やはり過去の対応を二度と繰り

返さないというような意識を持って、しっかりと新病院に向けて職員一丸となって取り組

んでまいりたいというふうに考えてございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 全般について、特に質疑漏れがありましたらどうぞ。 

２番、田上治彦委員。 

○２番（田上治彦君） ２番、田上です。全般的な形で質問させていただきます。２目他

会計補助金で一括計上しているわけですけども、７年度予算で他会計負担金と他会計補助

金、それぞれ分けて計上しているのですけれども、負担金と補助金の違いが何でしょうか

ということです。それと分けなければならなかった理由と根拠についてです。 
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繰入金について予算計上があちこち分散して書いておりまして総額が一目で判然と把握

できないのです。そこで７年度の３条予算での繰入額と４条予算での繰入金、合わせて幾

らになっていますでしょうか。それと令和６年度、当初予算対比でそれぞれ幾ら増減とな

ったのでしょうか。 

病院経営改善計画の期間が令和７年度までとなっておりまして、これまで経営改善計画

の見直しをするとしていた策定の時期とアクションプランの成案時期です。いつになった

のか。それと現在の経営改善計画と７年度予算との整合性はいかがか。またアクションプ

ランの実行計画によって具体的な取組事項を提示しているのですけれども予算化されてい

る事項は、どのような扱いになっているのでしょうか。伺います。 

○委員長（貮又聖規君） この件、ほかに質問される方いますか。いないですか。それで

は続行いたします。 

温井病院参事。 

○病院参事（温井雅樹君） 私のほうから繰出金のほうをご説明したいと思います。令和

７年度の繰出金でございますが、改築分につきましては出資金として１億9,210万円いただ

くことになっております。また繰出金につきましては、基準内の不採算地区等で３億

3,241万6,000円、基準外は病院改築の移設ですとか残置物の処分で4,113万5,000円、全て

合わせまして令和７年度は５億6,565万1,000円となっております。令和６年度の決算見込

みでございますが、全部で改築と３条予算も合わせて20億9,950万6,000円となりまして、

その差は前年対比で言いますと15億3,385万5,000円の減になっております。 

負担金と補助金の考え方ですけど負担金につきましては、一般会計のほうで負担いただ

くものと考えておりまして、補助金は支援をいただくものというふうに捉えております。

過去にそういう区分けになっていたのですけど、一緒くたになっておりまして今回予算書

を見直す中で整理をさせていただいて、そこの負担明らかに修正させていただいておりま

す。理由としてはそういうことになります。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） アクションプランの策定時期、その前に経営改善計画の整

合性もというようなお話もございました。ちょっとまとめて答弁させていただきます。ア

クションプランの成案につきましては、先般お示しした中で最終的には４月に成案化する

ということで、今３月末で一定整理をさせていただいています。経営改善計画が令和７年

度まで期間の改定後、アクションプランと７年度並行していくことになります。整合性と

いう意味では、アクションプランに掲載しています収支計画書が実態としてこのような見

込みとなるということですので、経営改善計画との流れからすると、これを踏襲した形で

進めていく考えでございます。 

それからアクションプランの反映ですけども、アクションプランに計画期間における重

点事項ということで記載させていただいているところは、今回の病院会計の収支計画には

反映できていないところがございます。それに関しましては、令和７年度以降、３か年の
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中で１つ１つ検証しながら反映できるものは取り組んでいくという考えで進めさせていた

だくことで我々としては考えております。 

○委員長（貮又聖規君） ２番、田上治彦委員。 

○２番（田上治彦君） ２番、田上です。２つ目として質問させていただきますけども、

繰入金、３条予算で３億5,165万8,000円となっています。資金不足として約１億8,000万円、

先ほど前田議員も質問していた話ですけども、これは借入れすることになっております。

本来は町からの繰入金で対処するものを一時しのぎというか、借金の肩代わりをすること

になっておりますけども、実質的には繰入金とみなしますよね。実際、繰入金とみなすと

思うのですけども、７年度の実質的な繰入金というのは、足したら５億3,141万4,000円と

理解してよろしいのかということです。令和７年度予算で医業収益、医師３人の稼働によ

って収益を計上していると思うのですけれども、残念ながら４月で常勤の医師が１人退職

なさるということで２名体制となるわけです。先日、私の一般質問でも医師が３人体制で、

実際入院患者数が増えて収益が上向いているという答弁されました。お医者さんが１人減

ったことによって、新年度予算の執行早々に医業収益で予算と差ができてしまう、狂って

しまうのかなと思っておりますが、そのことによって当面の収益への影響をどのように回

避することになるのか、その対応策はどう考えているのか伺います。 

○委員長（貮又聖規君） 本間病院事務長。 

○病院事務長（本間 力君） 全体で３条予算は基準内として３億1,523万円がトータルと

なります。それから基準外として引っ越し等の経費、改築に係る分として4,113万5,000円

にプラスアルファの借入れとして１億7,900万円を計上しています。これが借入れできなく

財政として基準外の繰入金を当初から認めるとなれば、田上委員がおっしゃった合計５億

3,142万4,000円というふうに考えとしてはなるかと思いますが、あくまで基準内という町

の方針、財政との協議の中で進めていることでございますので、繰り入れるという考えで

はございませんので、先ほど前田委員からの厳しいご指摘があったように、そこは我々も

厳しく立ち向かっていくつもりでいますけども本当に厳しいです。とはいえこれを現実的

に前に進めていく考えでございますのでご理解いただきたいと思います。 

それから医師の確保に関しては、現状ご指摘のとおり今２名体制で進むことが現状推移

でいきますと実態としてなる可能性もございます。４月間近ですけども引き続き医師確保

には尽力しております。まだまだ厳しいですが数名と言っておきましょうか、いろいろと

アポをいただいておりますけども現実的に採用できるかどうか、まだこの場では申し訳ご

ざいません。ただ、あまり期待を持たせることはしたくないですけど厳しいです。やはり

長くいていただくためのいい医師を獲得していく上では、最終的には町長にも面談してい

ただきますけども、まだまだ現実的には厳しい状況でございます。これに対する影響とい

うことでは、特に主とする入院収益に関しましては、主治医制の中である程度医師が入院

患者を持つ患者数といいますと10人から15人というような目安があろうかと思いますけど

も、それを増やせばいいですけどもなかなか現実的に医師の負担感も大きくなりますので、
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やはり難しくなります。ただ、収益の部分はそういうことでございますし、現場の体制と

いう意味では外来患者の診察にも影響があります。月曜日から金曜日のそれぞれの２診体

制が組めなくなると患者さんを待たせてしまうという影響もございます。費用も現場も

様々な影響は出る想定で動いておりますけども、常勤医師が見込めなかった場合は非常勤

または出張医等をスポット的にしのぐかどうかも含めて、回避としては検討している状況

でございます。 

○委員長（貮又聖規君） ほか、質疑があります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第13号 令和７年度白老町国民健康保険病院事業会計予算、原案のとおり決定する

ことに賛成の方は挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○委員長（貮又聖規君） 全員賛成。 

よって、議案第13号は、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

                                       

◎議案第１４号 令和７年度白老町下水道事業会計予算 

○委員長（貮又聖規君） 議案第14号 令和７年度白老町下水道事業会計予算を議題に供

します。 

別冊の下水道事業会計予算書、19ページをお開きください。19ページから21ページまで

の収益的支出から質疑に入ります。質疑があります方はどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 次に、18ページ、収益的収入について、質疑があります方はど

うぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 次に、22ページから24ページまでの資本的収入及び資本的支出

全般について、質疑があります方はどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 次に、３ページ及び７ページから10ページまでの企業債、給与

費明細書及び債務負担行為に関する調書について、質疑があります方はどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 



29 

○委員長（貮又聖規君） 全般について、特に質疑漏れがありましたらどうぞ。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔｢なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） 討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第14号 令和７年度白老町下水道事業会計予算、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○委員長（貮又聖規君） 全員賛成。 

よって、議案第14号は、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

                                       

◎審査結果報告書作成の議決 

○委員長（貮又聖規君） 以上をもちまして本特別委員会に付託された全ての議案の審査

を終了いたしました。 

なお、本委員会の審査報告書の作成については、これを正副委員長に一任していただき

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔｢異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（貮又聖規君） ご異議なしと認めます。 

それでは、そのように取扱いをさせていただきます。 

                                       

◎閉会の宣告 

○委員長（貮又聖規君） 閉会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。 

少し時間をいただければと思います。委員の皆様、そして執行部の皆様、本日まで予算

審査におけるご尽力に対し、委員長として心より感謝申し上げます。 

本委員会では、町の財政運営の適正化を確認し、住民の皆様の負託に応えるための慎重

な審議が行われました。 

委員の皆様には、それぞれの視点から多角的な議論を展開いただき、建設的なご意見を

いただきましたことに深く敬意を表します。 

また、執行部におかれましても限られた時間の中で誠実に答弁をいただきました。特に

担当課長が、それは私の担当なので私が答弁いたしますと述べ、町長への答弁指名があっ

た場合でも自らの責任を明確にし、主体的に答弁された姿勢は組織としての適切な役割分

担が機能していることを示すものとして大変評価できるものでありました。 
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一方で今回の審査を通じて管理職がさらに前面に立ち、責任ある答弁を果たすことが求

められる場面も見受けられました。町長が職員の育成に力を入れられることは、大変意義

のあることでありますが、予算審査の場では管理職がその責務を明確に果たし、政策の背

景や予算執行の意図をより具体的に説明することが、町政への信頼につながるものと考え

ます。 

そして議員の皆様におかれましても改めて予算審査の本来の趣旨を意識した質問の在り

方を考えていただきたいと思います。 

予算審査は、限られた財源の中で各事業の執行が適正か、優先順位は妥当か、持続可能

な運営が可能かを厳しくチェックする場であります。一般質問のように政策提言や施策全

般に関する問いが目立つ場面もありましたが、予算審査では、この事業の財源は適切か、

過去の実績と比較し効果が見込めるかといった視点がより重要になります。 

議員の皆様には、今後より効果的な予算審査が行えるよう具体的な財政論点に基づいた

議論を深めていくことを期待いたします。 

本委員会の審査結果を踏まえ、今後の本会議での議決に向けて引き続き誠実な議論を重

ねてまいりましょう。 

結びに、ここまでのご協力に重ねて感謝申し上げ、私の挨拶といたします。ありがとう

ございました。 

これをもって予算等審査特別委員会を閉会いたします。 

（午後 ０時１８分） 


